
□ 募集人員 若干名
□ 資格要件 平成2年4月2日以降生まれの人で、高等学校以上を卒業し、
 普通自動車免許取得者（ＡＴ限定可）。
□ 選考方法 一次試験）SPI試験（性格検査・基礎能力検査）、小論文試験
 二次試験）面接
□ 職務内容 本会が実施する社会福祉業務全般
□ 待　　遇 本会給与規程及び就業規則等による
□ 採  用  日 令和7年7月1日
□ 応募方法 「職員募集案内」のとおり
 ※「職員募集案内」は社会福祉協議会に用意してありますので取りに来てください。
 　本会ホームページからも取得できます。
□ 受付期間 4月30日(水)まで（土・日曜日、祝日を除く）
 午前8時30分から午後5時15分(郵送の場合は必着)
□ 試  験  日 一次試験）令和7年5月17日(土)午前9時30分から
 二次試験）令和7年5月31日(土)午前9時30分から
 ※二次試験は、一次試験合格者に対して実施します

　本会では、心身共に健康で明るく、大泉町の福祉推進に尽力できる職員を下記のとおり募集します。

社会福祉協議会正規職員募集

※詳しくは、町社会福祉協議会
　（電話0276-63-2294）へ

社会福祉協議会 会員募集のお願い

特別会費
9.0％

賛助会費
35.8％

一般会費
55.2％

おおいずみ

ぼらんてぃあ大泉町社会福祉協議会

4月号
令和７年

社協会費実績報告書
令和６年度

一般会費　2,940,400円
賛助会費　1,906,000円
特別会費　　480,000円

一般会員
一世帯

年
額 円300

賛助会員
有志・団体等

年
額 円2,000

特別会員
企業・団体等

年
額 円10,000

　どうか、会員制度の趣旨をご理解いただき、今年度につきましてもご協力を賜りますよ
う、お願い申し上げます。なお、会員の募集につきましては、各自治会や地区社協にご協力を
いただき、募集をしておりますのでご理解いただきますようお願いいたします。

　社協は、社会福祉法109条に基づいた社会福祉
法人格をもった民間団体で、行政からの公費補
助や、みなさんから寄せられた会費・寄付金に
よって支えられています。
　民間組織の自主性と、広く町民や社会福祉関
係者に支えられた公共性の２つの側面を持ち、
その特性を生かしてみなさんとともに地域での
福祉活動を進め、支援していくなどの事業を
行っています。
　社協が福祉活動を推進していくために自主財
源の確保が必要なため、活動財源を町内の方々
に「会員」としてご支援いただいております。

※一般会費の内200円、賛助会費の内500円、特別会費の内
　1,000円を地区社協に還元補助しています。

社会福祉協議会とは・・・

1 https://www.oizumishakyo.or.jp/ホームページ ０２７６－６３－２２９４電話



　高齢者の地域における自立した日常生活の支援や要介護状態
となることの予防、軽減、悪化の防止に係る体制の整備、促進す
る事業です。町内全域（第1層協議体）及び３つの中学校区（第2層
協議体）を設置し、生活支援コーディネーターを配置し、助け合
い・支え合いを広げる仕組みづくりを推進しています。

生活支援体制整備事業

　不要となった福祉用具等を譲りたい人と譲って欲しい人との
情報の橋渡しを行うことにより、福祉用具等の有効活用を図る
ことを目的とし実施します。

福祉用具等リユース事業

　福祉への理解とボランティアの精神を養うために、小・中・高
等学校で車イスやブラインドウォークなどの体験学習などを
行っています。また、小中学生ふくし作文・ポスターコンクール
や中学生対象の介護技術体験学習を実施します。

福祉協力校事業

　75歳以上のひとり暮らしの方を対象に、安否確認と地域全体
で高齢者等の生活を支える環境づくりとして、地区社協やボラ
ンティアの協力により友愛訪問を行います。

友愛訪問事業

　75歳以上のひとり暮らしの方を対象に、社会的孤立感の解消
と地域住民との交流を推進し、楽しい年末年始を過ごせるよう
援助します。

ひとり暮らし高齢者年末ふれあい事業

　ひとり親家庭を対象に親子の絆を深めることを目的として、
日帰り旅行や講習会を行います。

ひとり親家庭のつどい

　産業・交通事故による遺児または各種修学資金制度を利用し、高
校・大学等の進学または在学中の方に補給金の支給を行います。
●通学支度補給金 （年額）　30,000円
●通学補給金 （年額）　20,000円

通学補給金事業

　車イスを使用している障がい者や高齢者の方に、通院・買い物
など日常生活の利便性を図るため、リフト付き自動車の貸出し
を行います。※使用料はガソリン代程度頂いております。

いずみ福祉号貸出事業

　県内の社会福祉法人による地域貢献
事業として、生活や福祉に関するあら
ゆる相談を受け止め、本事業のネット
ワークを活用し、より適切な支援先へ
とつなげ個別の課題解決に努めます。

なんでも福祉相談事業

　介護職の人材不足が深刻化する中で、一人でも多くの人材を
育成し、質の高い介護を提供できる体制を整えるために本研修
では、介護の基礎知識や実践的な技術を習得し、介護が必要な
方々の尊厳を守り、支えとなる人材の育成を目指します。

介護職員初任者研修

　町で実施している敬老訪問に併せて90・95歳の高齢者の方に
長寿の願いをこめた記念品をお贈りいたします。

高齢者訪問事業

　常時紙おむつを必要とする非課税世帯の要介護４・５または
認知症高齢者を対象に、年間４回（4・7・10・1月）紙おむつの支給
を地区社協長を通じて行います。

ねたきり高齢者等紙おむつ支給事業

　排泄行為に支障のある在宅障がい者で常時おむつを必要とす
る方を対象に、年間４回（４・７・１０・１月）紙おむつの支給を地
区社協長を通じて行います。

在宅障害者等紙おむつ支給事業

　福祉サービスの利用や、お金の管理などに不安を感じている
方々に、できるだけ住み慣れた地域で自立して生活できるよう、
福祉サービス利用や日常生活にかかるお金の出し入れ、公共料
金の支払いなどをお手伝いする事業です。

日常生活自立支援事業

　就学支援の一環として不要になった学生服を無償で提供して
いただき、必要としている学生に活用してもらうため学生服等
のリユース事業を行います。

学生服等リユース事業
　地域住民の方が健康で明るく、生きがいのある生活を
送ることができる社会を目指して、各自治会の地区社会
福祉協議会がボランティア活動や友愛訪問、募金活動な
どそれぞれの自治会に合わせた活動を行います。
　また、地域間の情報交換や連携を図るため地区社会福
祉協議会長連絡協議会を設置しています。

地域福祉事業（地区社会福祉協議会）

　一年を通じて社会福祉事業の発展に尽くされた方々に
対し、表彰状・感謝状の贈呈を行います。また、保健福祉ま
つりでは福祉団体やボランティアグループが模擬店等を
出店します。

社会福祉大会（保健福祉まつり）

　ボランティアに関する講座の開催などを通して、ボラン
ティア意識の向上と情報提供、活動場所の紹介などをサ
ポートします。主な活動は次のとおりです。
●ボランティアグループ育成援助
●相談・登録・紹介
●ボランティア活動保険等加入促進
●各種講座開催
●エコキャップ収集活動

ボランティアセンターの運営

　ホームページの運営や「社協だより・ぼらんてぃあ」を毎
月発行し、福祉に関する身近で役立つ情報を提供し、地域
福祉活動の紹介を行います。

広報活動事業

　日常生活を送るうえで経済的問題（住居、就労など）に
関する様々な相談に応じ、一人ひとりの状況に併せた支
援プランを作成します。その解決に向け、専門の支援員が
他の専門機関と連携しならが支援を行います。

生活困窮者自立相談支援事業

大泉町社会福祉協議会　事業の紹介令和7年度
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特別会費へのご協力ありがとうございました。

　在宅のひとり暮らし高齢者などを対象に、有料でお弁当をお
届けし、食生活の安定と安否確認を行います。

給食サービス事業

　ケアマネジャーが居宅介護支援事業を行います。その他にも
町からの委託を受け、訪問調査なども行います。

介護サービス事業

　町からの委託を受け、各専門職がチームとなって高齢者の
方々の支援を行っています。介護や福祉、医療、生活、認知症など
に関する相談を受けたり、高齢者の方々にとってより暮らしや
すい地域にするために、講演会等の企画や各機関とのネット
ワーク作りを行います。

地域包括支援センター

●総合支援資金等貸付事業
●日本赤十字社事業（会員・日赤活動資金募集への協力、献血事
業への協力）

●共同募金事業（赤い羽根募金募集協力、歳末たすけあい運動の
実施）

その他の事業

●地域活動支援センター
企業等に就業することが困難な在宅の知的障がい者及び身体
障がい者の方に、軽作業と集団の中で規則正しい生活を通じ
て、生活習慣と自立心を身につけ職業的自立・自活できるよう
指導援助する施設です。
※手作りお菓子の販売
クッキーなどの手作りお菓子を販売しています！商品や販売
等については地域活動支援センター（63－7070）へお問い合
わせください。

●心身障害者等デイサービスセンター
在宅の重度知的障がい者及び重度身体障がい者の方に生活援
助やレクリエーション、各種サービスを通して、個々の持てる
能力に応じて日常生活習慣を習得していただけるよう援助す
る施設です。

地域活動支援センター及び
デイサービスセンター

青木和延
足利小山信用金庫大泉支店
あべ接骨院
新井内科クリニック
社会福祉法人豊延会　イシノ療護園
㈱イズミ技研
社会福祉法人　泉会（坂田保育園）
㈱ 井野
羽前屋
㈱栄久　（柴崎商店）
社会福祉法人同仁会　大泉園
大泉観光㈱
大泉町泌尿器科内科
おぎわらクリニック
小野労務経営管理事務所
クボタ金属㈱

久保田歯科医院
合北小泉グリーンファーム
㈲京王セルティ
こうや
小西歯科医院
㈲小堀うなぎ店
斎藤歯科医院
佐々木皮膚科クリニック
㈱サンワプリテール
鈴木眼科医院
スワ産業㈱
社会福祉法人同仁会　太陽の家
高志歯科医院
武安歯科医院
タツミ紙工㈱
館林信用金庫　大泉支店

㈱秩父建設
千代田運輸㈱
東毛福祉事業協同組合
東和銀行　大泉支店
㈱中道組  関東支店
㈱中本製作所
西巻酒店
㈱富士エステート
社会福祉法人　豊延会
本田建設株式会社
ましも内科・胃腸科
居宅介護施設マゼンタ
㈱三蔵
湯沢医院
湯沢工業㈱
洋泉興業㈱

大泉町社会福祉協議会　事業の紹介令和7年度

（敬称略・順不同）

令和６年度
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ミニ講話

令和7年5月24日（土）午後２時～日　時

町社会福祉協議会へ来所または電話、QRコードで申込み
（定員になり次第締切）　※詳しくは町社会福祉協議会へ（63-2294）

申込み

場　所 大泉町公民館　大会議室

講　師 日本学生支援機構　専属講師

対　象 町内在住の高校生及び保護者

定　員 30名程度（うち希望者先着4組まで個別相談受付）

参加費 無料

町内に在住している高校生及び保護者を対象に、進学にかかる教育資金や奨学金についての説明会を開催
します。説明会をとおし、将来のお金について考えてみませんか。

進学のための教育資金説明会

℡0276－63－2294
メール houkatu@oizumishakyo.or.jp
地域包括支援センター

地域包括支援センターは、介護・医療・保健・福祉などの側面から高齢者を支える「総合相談窓口」です。
介護や認知症など気になる事があったらお気軽にご相談下さい。

▶ 対 象　どなたでも参加できます
▶ 費 用　無料
▶ 場 所　町公民館ホール
▶ 申 込　不要

日時 5月20日（火）
午後１時３０分～３時

オレンジカフェ「ひだまり」楽しく認知症を学んだり、介護の悩
みを気軽に話し合える場所です。

（全体説明：午後2時～2時50分　個別相談：午後3時～4時）

単位：千円）

収入の部 支出の部
項目 予算額 項目 予算額

会費・分担金・寄付金収入 6,352 地域福祉推進事業費 100,025
町補助金・共同募金配分金収入 45,186 介護サービス事業費 40,728
町・県社協受託金収入 125,169 地域活動支援センター事業費 27,169
事業収入 4,101 心身障害者等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ事業費 29,961
介護保険事業収入 56,598 地域包括支援センター事業費 74,250
積立金取崩収入 22,209 生活困窮者自立相談支援事業費 4,551
負担金・雑収入他 3,062
前年度繰越金収入 14,007

計 276,684 計 276,684

令和７年度予算について 総額：276,684,000 円

「認知症の
 はじまりって・・・」

社協だより　ぼらんてぃあ 4



社協の事業をピックアップ

経済的な悩みとともに生活上の困難を抱えた
方を支援するための無料相談を行っていま
す。

生活困窮者自立支援事業

ご支援ありがとうございます令和６年度義援金受付額

日本赤十字社大泉町分区

※3/18時点の金額

以下の要件をすべて満たす方
・大泉町在住
・失業等で生活に困っている
・生活保護を受給していない

どんな人が利用できるの？

・就業・就労をめぐる問題
・家族関係をめぐる問題
・経済関係をめぐる問題

サービス内容

経済的な悩みとともに上記のような課題を抱える
方の様々な相談に応じ、継続的に支援を行います。
就労支援：就労するための制度や機関の紹介、情報
提供、同行、手続きの申請など
生活支援：お金や住まいの制度や機関の紹介、情報
提供、同行、手続き申請など
※ご相談は、ご都合に合わせて日時場所を決定しま
す。

支援内容

福祉サービスを利用するお手伝いや日常的な金銭管理に不安
がある方々が住み慣れた地域で安心して生活できるように支
援する事業です。※買い物や通院の同行はできません。

日常生活自立支援事業

・相談や契約書類などの作成は無料です。
・支援 1時間あたり1,200 円です。
　例）1.5 時間の場合は、1,800 円です。
　※契約締結前の初期相談等に係る経費や生活保護受給世帯の利用
料については、無料になります。

利用料

・大泉町在住で、自分ひとりで福祉サービスの契約などの判断をするこ
とが不安な人
・金銭管理に困っている人（認知症高齢者や知的障害者、精神障害者な
ど判断能力が不十分な人）
・ご本人の利用意思が確認でき、契約できる人

どんな人が利用できるの？

●福祉サービスを安心して利用できるようにお手伝いします
●生活に必要なお金の出し入れをお手伝いします
●大切な通帳や印鑑、書類などをお預かりします
・希望される預貯金通帳（残高が日常生活費程度のもの）、金融機関
届印、年金証書などの預り※大きな財産の管理はできません。

※お預かりサービスのみの利用はできません

サービス内容

※3/18時点の金額
令和 6年能登半島地震災害義援金
第 3回市民活動フェスティバルチャリティー募金 1,200円
建物リース有限会社　柴﨑香代子　様 50,000円
募金箱（町役場） 26,598円
令和 6年 7月 25日からの大雨災害義援金
募金箱（町役場） 7,443円
令和 6年 9月能登半島大雨災害義援金
募金箱（町役場） 18,380円
令和 7年大船渡市赤崎町林野火災義援金
匿名 2件 30,000円
第 3回市民活動フェスティバルチャリティー募金 4,902円
川島勝男　様 30,000円
建物リース有限会社　柴﨑香代子　様 50,000円
募金箱（町役場・町社会福祉協議会） 16,667円
ウクライナ人道危機救援金
匿名 1件 30,000円

令和６年能登半島地震災害義援金（※） 623,259円

２０２４年台湾東部沖地震災害救援金 145,294円

令和６年７月２５日からの大雨災害義援金 76,080円

令和６年９月能登半島大雨災害義援金（※） 212,368円

令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金（※） 131，569円

ウクライナ人道危機救援金（※） 186,200円

たくさんのご支援ありがとうございました。
（※）の義援金は現在も受付中です。社協窓口までご持参ください

●期日：5月16日（金）　●時間：午前9時30分～正午　●場所：町役場町民ホール
●対象16～69歳までの健康な方
※65歳以上の方の献血については、60～64歳の間に献血経験がある方に限ります。
●持ち物：献血カードをお持ちの方はご持参ください
※中止または変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

献血のお知らせ

5 社協だより　ぼらんてぃあ



重量（㎏） 個数（個） ワクチン（人）

4月 300 150,000 150

7 月 360 180,000 180

1 月 390 195,000 195

合計 1,050 525,000 525

　令和６年度も個人の方、小中学校、企業からたくさんのペットボ
トルキャップの寄附をいただきました。
　皆さまからいただきましたキャップは、プラスチックリサイクル
業者「進栄化成株式会社」を通じてお金となり、NPO法人「世界
の子どもにワクチンを日本委員会」へ全額寄附されます。

社協だより３月号に掲載いたしました、歳末たすけあい見
舞金に誤りがありましたので訂正させていただきます。正
しい人数と金額は下記のとおりです。

＊準要保護家庭 180人 1,155,000円
＊介護保険の介護度４・５の方 １１人 22,000円
＊施設入所者 １４0人 280,000円
＊福祉年金受給者 １人 2,000円
＊障がい児者 １０1人 202,000円
（身体障がい者１級・療育手帳交付者A判定・精神保健福祉手帳１級の方）
＊事務費 263,566円

合　計 1,924,566円

エコキャップ収集活動への
ご協力ありがとうございました！

３月号に関するお詫び

町社協へのご厚意ありがとうございます

エコキャップ収集活動結果

≪歳末見舞金として≫

㈱ベルクベスタ大泉店お客様一同
田代渉　様

43,124 円
30,000 円

３月９日（日）、洋泉興業大泉町文化むらにて第3回おおいずみ市民活動フェスティバルが
開催され、多くの来場者でにぎわいました。
開催にあたり、多大なるご支援・ご協力いただいた多くの方々に感謝申し上げます。

第3回 おおいずみ第3回 おおいずみ

ワークショップ、
グルメ販売、ミニ
ライブなど楽し
いイベントが目
白押しの1日とな
りました。

参加団体の活動紹
介のパネルが設置
され、バルーンのア
ーチとともに会場
を彩りました

（キャップはおおよそ1,000個で、ワクチン１人分になります。）

様々なパフォー
マンスでステー
ジは大盛況！

が開催されましたが開催されました市民活動フェスティバル市民活動フェスティバル
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